
 西郷村学校給食センター 

令和５年度 第 10 号 

文責：所 長  田 中 節 子 

文書：栄養教諭 菅野美穂 

【給食アンケートを実施しました！】 
今年度、初の試みとして給食アンケートを実施しました。幼稚園は挙手制、小・中学校は Google フォー

ムを活用して、給食を食べている子どもたちの回答を集計をしたので、公表させていただきます。 
 回答者数：1604 名  

 【質問１】給食は楽しみですか？  【質問２】給食はおいしいですか？ 
 
    
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【質問３】給食の汁物は温かいですか？  【質問４】配られた給食を食べきれますか？

    
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

給食・食育だより 

９割の児童生徒は「給食が楽しみ」と回答

していた。各クラスにおいて、給食時間の

楽しい雰囲気作りが行われていることが

分かる。 

67.4％の児童生徒が 
給食はおいしいと回答していた。 
今後もおいしいと思える給食の提供を 
行っていきたい。 

新センターへの移転に伴い、食缶も保温効

果の高いものへ切り替わったたこともあ

ってか、温かいとの回答が 83％を超えた。 
 

約 7 割の児童生徒が配られた給食を「食べ

きれる」と回答していた。残してしまう児

童生徒については配食量が適当となるよ

うな工夫が必要だと考える。 



【質問５】苦手な食べ物はありますか？    【質問６】給食に苦手な食べ物が出たらどうしますか？ 
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【質問７】給食の前に手を洗っていますか？ 【質問８】お家の人と給食の話をしますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回のアンケートを生かして、次年度の給食運営に生かしていきたいと思います。 
 
 

アンケートへのご協力ありがとうございました。 
 

約 8 割の児童生徒が苦手な食べ物があると回答した。苦手な食べ物がある子どもたちも、８割以上

が給食では「全部食べている」「一口は食べる」と回答しており、苦手克服や感謝の気持ちを持って

食事をしている様子がうかがえた。 
今後は、全部残してしまう（ひとくちも手を付けない）子どもたちの減少を目指し、学校と共通理

解のもと指導を進めていきたい。 
 

衛生・感染症対策の面からも食事の前の手洗い

は再度徹底を呼び掛けたい。 

約半数の児童生徒が、給食の話を家庭で

もしていることが分かった。児童生徒の食

育から、家庭への普及を目指していけるよ

う来年度も取り組みを継続していく。 

ひとくちも食べずに残す 

ひとくちは食べてみる 
全部食べる 


